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組織間情報共有の意義
災害時には数多くの機関・団体が同時並行的に活動
状況認識を統一し、的確な活動が求められる

そのために必要となるのが 情報共有
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ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）について

内閣府HPより転載
（予算は平成29年度）

総合科学技術・イノベーション会議(CSTI)が、府省・分野の枠を超え、日本の経済・産業競争力にとって重要な
課題を選定し、自ら予算配分し、基礎研究から出口（実用化・事業化）までを見据えて推進する11の取組。
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ＳＩＰ防災（レジリエントな防災・減災機能の強化）の全体構成

SIPレジリエンス災害情報システム

対応

⑤災害情報収集・リアルタイム被害推定

⑥災害情報の配信技術

⑦地域連携による災害対応

●内閣官房：IT総合戦略室 ●内閣官房：国土強靱化推進 ●内閣府：防災担当

予防

③液状化対策技術

国交省
消防庁

文科省
国交省
経産省
総務省

総務省

大学群

７省１庁の研究開発参加＋内閣官房・内閣府との連携

府省庁

研究
機関

自治体

民間
企業

情報集約

府省庁

研究
機関

自治体

民間
企業

文科省
厚労省
農水省

情報加工

災害予測・予防・対応
と情報共有の高度化を
図る最新技術の開発

国、自治体、企業、国
民の防災・減災の
実践力向上

情報提供
情報共有

利活用情報発信

予測

①津波予測技術

②豪雨・竜巻予測技術

文科省
国交省
総務省
文科省
国交省

④府省庁連携防災情報共有システム
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ＳＩＰ４Ｄ︓府省庁連携防災情報共有システムの概要
国全体で状況認識を統一し、的確な災害対応を行うために、所掌業務が異なる多数の府省庁・関係機関等の間で、

横断的な情報共有・利活用を実現するシステムの開発⇒災害対応の現場の業務実態に即したシステム

津波予測
（SIP①）

豪雨・竜巻
予測（SIP②）

被害推定
ﾃﾞｰﾀ（SIP⑤）

状況把握
ﾃﾞｰﾀ（SIP⑤）

等のﾘｱﾙﾀｲ
ﾑ共有

ため池決壊予測・氾濫
域推定し、対策支援を
行う等の利活用技術を
開発

データ構築
（SIP①～⑤）

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ戦略に則った
各種取り組みとのﾃﾞｰﾀ共
有（G空間情報ｾﾝﾀｰ等）

SIP外部の取り組み

入出力自動変換

災害派遣医療チームの
派遣判断や患者輸送支
援、地域医療ﾆｰｽﾞ集約
等の利活用技術を開発

下流氾濫域の推定

DMATの
派遣判断等

被害推定情報

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ため池決壊予測

ため池防災支援ｼｽﾃﾑ等

全国ため池
データベース

地震観測・豪雨予測情報

－

－

＋

＋

＋

受け入れ不可

通行不可

派遣可能ルート
受け入れ可

受け入れ不可
ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀの
ｽﾄｯｸ･ﾌﾛｰ管理

 

各組織で運用する災
害関連情報システムと
の情報共有（そのため
の共通様式を提案）

各府省庁・関連機関 情報共有に基づく利活用技術

加工例：共通状況図

各組織から集約されるデー
タの統合処理（ﾃﾞｰﾀﾌｭｰｼﾞｮ
ﾝ）による新しい情報の作成

多種多様な情報の
関係性を知識ﾍﾞｰｽ化
した論理統合化技術

災害時保健医療活動
支援システム等

ため池防災支援

保健医療活動支援

配信技術（SIP⑥）
地域災害対応ｱﾌﾟﾘ

（SIP⑦）

共有情報に基づ
く意思決定・情
報伝達等の利
活用や、新たな
アプリ開発

府省庁連携防災情報共有システム
SIP4D: Sharing Information Platform

for Disaster management

地域医療
ﾆｰｽﾞ対応

自治体・現地
災害対策本部

内閣府

国交省

最大のデータ
保有官庁

最大のデータ
利用官庁

総合防災情報ｼｽﾃﾑ

DiMAPS

IoT、AIに
よる最適化

厚
労
省

農
水
省
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SIP4D熊本地震・九州北部豪雨におけるSIP4Dの情報共有支援
観測・調査等
データ集約

ﾃﾞｰﾀの統合・
加工処理

迅速・統合型
情報提供

防災科研ｸﾗｲｼｽ
ﾚｽﾎﾟﾝｽｻｲﾄ

（NIED-CRS）
府省庁連携防災
情報共有ｼｽﾃﾑ
SIP4D

Sharing Information 
Platform for Disaster 
Management

災害対応機関・組織

災害VC、支援NPO等

自衛隊、DMAT、
DPAT、医療救護班等

道路交通課、健康福祉課等

内閣府、厚労省、国交
省、地理院、農水省等

政府災害対策本部

各種支援団体

県災害対策本部

現地における
情報利活用

NIEDや関係機関か
らのﾃﾞｰﾀ自動受信

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ・紙地図
での提供

防災科研現地
ﾘｴｿﾞﾝを介して
地図ﾃﾞｰﾀ化

情報の共有
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SIP4DＮＩＥＤ－ＣＲＳ︓ＳＩＰ４Ｄが提供する情報プロダクツの発信サイト

防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）
 各種災害データを災害対応業務に合わせて整理して提供するサイト
一般公開向けと災害対応機関向け（PW付）に分けて構築
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防災分野におけるＡＩ技術の利活用 ～ 論点

論点1︓AI技術で災害対応現場の負担を軽減できるか

論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか

論点3︓AI技術で災害対応現場の創意を誘発できるか
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論点1︓AI技術で災害対応現場の負担を軽減できるか

事前情報︓国土数値情報（緯度経度あり）

南阿蘇村 久木野福祉センター 久木野総合福祉センター 南阿蘇村久石２０７５
南阿蘇村 久木野総合センター 久木野総合福祉センター 南阿蘇村久石２０７５
南阿蘇村 白水体育館 白水体育館 南阿蘇村吉田1００７－１
南阿蘇村 白水保健センター 白水保健センター 南阿蘇村吉田1495
南阿蘇村 白水小体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村吉田１４９９
南阿蘇村 福祉センター 玉名市岩崎88-4
南阿蘇村 白水中体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村吉田２３０１
南阿蘇村 南阿蘇中体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽３６４５
南阿蘇村 南阿蘇西小体育館 南阿蘇村大字河陽2999-2
南阿蘇村 旧長陽西部体育館
南阿蘇村 旧立野小体育館 南阿蘇村立野１５９６
南阿蘇村 下野公民館 南阿蘇村大字下野647-1

市町村名 避難所名 施設名 住所

（旧）西部小体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽4964
（旧）立野小体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字立野1596
総合センター 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字吉田1495
総合福祉センター 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字久石2705
長陽体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽3570-1
南阿蘇西小体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字河陽2999-2
白水小学校 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字吉田1499
白水体育館 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字吉田1007-1
白水中学校 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字吉田2301

避難所名 住所

緯度経度情報がある
ので地図化は容易

様々な不整合があり、
統合処理が非常に困難

① 避難所情報に緯度経度が含まれて
いないため、位置を特定できない

② 事前情報にない避難所が新設される
③ 事前情報で1つだった施設が2つに
なっている

④ 避難所名と施設名の違いが不明
⑤ 事前情報と名前が変わっている
・旧名称や新名称が混在
・紛らわしい名前が混在
・誤りも多々存在

⑥ 住所不明の避難所もある
…等々

現地情報︓熊本県避難所情報（緯度経度なし）

熊本地震時における避難所情報の不整合
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論点1︓AI技術で災害対応現場の負担を軽減できるか
ＥＭＩＳ避難所情報

避難所名称で突合

手作業による
摺り合わせ

避難所データベース
作成

県健康福祉政策課
避難所情報

住所から緯度経度を
特定

中
央
区

東
区

北
区

避難所支援マップ応急版
（発災直後）

県と熊本市の情報を統合

熊本市各区避難所情報

避難所支援マップ
定期更新版

避難所データベース
更新

（県・EMISの情報を統合）

名称、住所表記等の
揺らぎを考慮して
手作業で摺り合わせ

住所から緯度経度を
特定

名称、住所表記等の
揺らぎを考慮して
手作業で摺り合わせ

県健康づくり推進課
避難所情報

避難所データベース
統合版

（県・市・EMISの情報を統合）

国土数値情報
指定避難所
データ

 複数の調査情報を統合しないと現場では
使い物にならない

 統合作業は手間がかかりすぎる
（自治体ではできない）
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論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか

現場はホワイトボードとFAXと紙地図でまわっている。
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論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか

医療救護班も
市役所も
町役場も

ボランティアも
ホワイトボードと貼り紙だらけ
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SIP4D論点2︓AI技術で災害対応現場の混乱を解消できるか

手書き文字認識による災害情報の自動集約
 発災直後の災害対策本部は「ホワイトボード・FAX・紙地図」で情報がやりと
りされる。

 災対本部は物理的に人と情報の流れが入り乱れて混乱状態に陥りやすい。
 ホワイトボード、FAX文書、手書きメモなどを自動認識し、災害に関連する情
報を自動的に集約、課題を抽出して共有する技術があれば、非常に有効。

12

 情報を集めても、誰がまとめて、どこに集約されているのか分からない
 結局、同じことを何度も現場に問いあわせることに･･･
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論点3︓AI技術で災害対応現場の創意を誘発できるか

ため池

避難所

 今回は幸い対応が間に合ったが･･･
 もし、さらに複雑な状況だったら･･･
 もし、同時多発的に発生したら･･･

ため池のすぐ下に避難所がある

県災害対策本部

災害現場

隠れた災害リスク
（想定外）

避難所を巡回しているJMAT隊員（5月10日）
豪雨の影響でため池のあふれそうだ、と住民が心配している
ため池の下に避難所があるので移動してもらったほうがよい

大雨により、ため池の水位が上昇

誰も想定外の災害リスクに
注意を払っていない︕
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論点3︓AI技術で災害対応現場の創意を誘発できるか

迅速かつ柔軟な事態対処  AIによる災害リスクのモニタリングと
注意喚起に期待

 想定外事態への柔軟な対処を誘発

県災害対策本部

災害現場 豪雨リスク情報

地震リスク情報

AI

災害リスクの検出
注意喚起

非定型文字情報

ため池決壊予測情報

避難所情報

土砂災害リスク情報

隠れた災害リスク
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もし、南海トラフ地震が起こったら・・・
開設される避難所は数千箇所にのぼり、その多くが事前に把握す
ることができない指定外避難所になる可能性が高い。
もはや人力で把握することは困難になる。
技術的なチャレンジ
発災直後から開設される無数の指定外避難所の早期把握
⇒ 急性期において迅速に避難所開設状況を推定する技術
⇒ 錯綜する情報から、確からしい避難所情報を抽出する技術
⇒ 避難所の地理的位置を可能な限り正確に把握する技術

15

避難所情報収集における課題
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そこで、ＡＩを用いて・・・
熊本地震等過去の災害で避難所になった施設を機械学習
⇒ 地理的特徴、施設の種別、平常時の利用者数などを活用
⇒ 潜在的に避難所になり得る施設を選別
発災時、SNSやメールを自然言語解析
⇒ 避難所の情報を自動的に収集
⇒ 地理的位置（空間座標）を特定
携帯電話回線の発信情報等に基づく人流解析
⇒ 滞留者が集中している施設を推定

16

避難所情報収集にAIを使う
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高度自然言語処理プラットフォーム

論理統合処理
開設可能な

避難所候補施設の
推定

マルチモーダルデータを用いたAIによる避難所情報の解析

17

津波浸水想定

リアルタイム
地震被害推定
避難者数

ＳＮＳ

SNSの
自然言語情報

住宅地図
Webサイト
自治体資料

日中乗用車が
多数駐車

開設された
避難所

地図上では
○○公民館

地元では
旧○○小学校

浸水や土砂に
よる不通箇所

○○小に
逃げてます○○小って

どこ︖

○○公民
館のこと推定道路

不通箇所

指定避難所

正式名称は
○○振興センター空間情報解析AI

孤立避難所の
検出

地方公共団体などの
利活用団体

変換
提供

府省庁
災害対応機関
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DISANNA・D-SUMM
自然言語と文章情報解析
による避難所の自動特定



SIP4D防災分野におけるＡＩ技術についてのまとめ
特定問題の解決に特化したAIが必要
 自然言語処理、手書き文字（画像）認識、音声認識、地理的位置情報の特定、
巡回経路最適化、ビッグデータ解析･･･など

期待されるAI技術
 災害対応現場の負担を軽減
被災自治体への不要不急の問い合わせを自動処理するAI技術
不完全な施設名から地理的位置情報を特定するAI技術
･･･など

 災害対応現場の混乱を解消
超急性期の混乱状態の中で自動的に災害情報を収集するAI技術
手書き情報を自動認識して災害情報を生成するAI技術
･･･など

 災害対応現場の創意を誘発
アドホックに発生する問題に対応できる意思決定支援AI技術
災害情報を収集してリスクを自動監視するAI技術
･･･など
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SIP4D災害対応におけるAI技術の利用に関する課題
AIが生成する情報が抱えるリスクを適切にマネジメント
すること
現場では不確定な情報は使われない
確定情報だけでは判断に必要な情報が足りない
ミスリードを防ぎ現場の意思決定を支援するために何が必要か
(研究者・開発者が)災害対応現場のリアルな状況を正しく
認識すること

災害対応におけるAI技術の利用は、始まったばかり。
各分野からの積極的なアドバイス・提案を期待します。

19© National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience 2017


